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【2024年度】《書式１》　インターンシップ受入企業

番号/よみ

会社名

業種

所在地

電話番号

設立年月

ホームページ

代表役職

093-641-2010

21 けいそくけんさかぶしきかいしゃ

807-0821   北九州市八幡西区陣原１丁目８番３号

093-642-8231 ＦＡＸ番号

従業員数 131 名

「まもる人を育て、安心安全を守り続けます」
私たちは構造物や工場のプラント、トンネル・橋梁などの事故を未然に防ぐため”非破壊検査”というモノ
を壊さずに検査する手法を使い目に見えない劣化や損傷がないか検査します。
地域社会をまもる人として日々業務を行い、次世代まで地域社会を守れるようよう”まもる人”を育てる企
業が計測検査株式会社です。

産業人材育成フォーラム　インターンシップ（研修型）受入登録シート

事
業
内
容

計測検査株式会社
　技術サービス

事業内容

※150文字以
内（簡潔に）

〒

平均年齢 36.5 歳

https://www.keisokukensa.co.jp/

代表取締役 代表者氏名 坂本敏弘

1974/11/1

企業ＰＲ

※250文字以
内

・画像処理によるトンネルひび割れ調査
・化学プラントの保守検査及び損傷原因調査
・応力測定、振動測定、土木計測、解析全般コンサルティング
・ドローンによる空撮及び非破壊検査
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実習テーマ

月 日 ～ 月 日 【 】

月 日 ～ 月 日 ※学生のスケジュールに対応可

※最少実施日数5日 【 】

【 】 【 】 【 】 その他 （ ）

勤務時間

実習場所
実習先住所

（所在地と異なる場
合）

最寄り駅・バス停

実習期間

JR陣原駅から徒歩８分

会社名 計測検査株式会社

実
習
概
要

モノを壊さず検査する～実技で非破壊検査を学ぼう～

実習内容

別途相談可① 9 19 9

②

本社

実習予定日数
● 別途相談可

※休日 ●

5日間

スケジュール
記入必須

１．非破壊検査の実技・体験、ドローン飛行体験、損傷原因調査方法
２．ひずみ測定基礎学習と実技、遠隔モニタリング測定、現場仕事のIoT/DX化に向けた提案
３．走行型トンネル点検車両（MIMM）の説明とひび割れ調査（画像処理）の基礎

※内容変更の可能性有

26

土曜 ● 日曜 ● 祝日

月　日 時　間 内　　容

１日目 10：00-17：00 オリエンテーションオリエンテーション/安全教育/グループワーク

２日目 10：00-17：00 非破壊検査の実技・体験/ドローン飛行体験/損傷原因調査方法

３日目 10：00-17：00 ひずみ測定基礎学習と実技、遠隔モニタリング測定、現場仕事のIoT/DX化に向けた提案

４日目 10：00-17：00 走行型トンネル点検車両（MIMM）の説明とひび割れ調査（画像処理）の基礎

５日目 10：00-17：00 社員との座談会/プレゼンテーション（実習を通しての発表）

10:00 ～ 17:00 （休憩 60 分）
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希望校 【 】 【 】 【 】

【 】 【 】

【 】 産業医科大学（産業保健学部環境マネジメント学科）

希望学年 【 】 【 】 【 】 【 】

【 】 【 】

【 】 【 】
実習内容にあった、学部・学科・研究分野等を必ずご記入ください（例：機械系学科、デザイン系）
※どの学生も応募可能の場合は、学科等問わずとご記入ください

留学生受入

日本語レベル 【 】 【 】 【 】

通勤費 【 】 【 】

報　酬 【 】 【 ・ 】

保　険 【 】

制服貸与 【 】 【 】

安全靴貸与 【 】 【 】

選考方法 【 】 【 】 【 】 （ ）

受入人数 【 】

応募締切日

期間延長可否 【 】

備考欄

その他

別途相談

学
生
応
募
条
件

● 書類選考のみ 書類選考+面談

2 名 

2024/7/31
・ 否 （該当しない方を消して下さい）

第1次応募締切日　学内インターンシップ応募締切日

挨拶程度 日常会話が出来る位

・ 無

有 ・ 宿泊費 ・ 無

有 ・ 宿泊施設

無

待
　
遇

（該当しない方を消して下さい）

有 ・ 上限３万円まで 昼　食 ・ 無

・

・ 無 ※基本的に、学生が加入します

無 食堂利用

希望学部
学科

研究分野
専攻等

学科問わず

： ● 本科４年 ●

不可

応募資格/
求める能力等

ほとんどの日本語が理解できる位

・

● 学部１年

高　専

● 修士2年 ※早稲田大は大学院のみ

● 学部２年 ● 学部３年 ● 学部4年

専攻科１年

会社名 計測検査株式会社

受
入
条
件
等

● 学校問わず

●

大学生 ：

九州工業大学 北九州市立大学　（国際環境工学部、研究科のみ）

北九州工業高等専門学校 早稲田大学（情報生産システム工学専攻）

大学院 ： ● 修士１年


